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SLIMのピンポイント月着陸成功（1月20日）と越夜
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H3 2号機の打ち上げ成功（2月17日）
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日本のロケットベンチャー「スペースワン社」と
日本初の民間射場：「スペースポート紀伊」

@スペースワン低軌道に150㎏衛星を打ち上げる「カイロス」
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再度の打ち上げに向けて調整中！
民間ロケットの充実は喫緊の課題！
（ベンチャーの衛星が海外のロケットに
頼らざるをえない状況）

12月に再挑戦の意向を公開



日本の宇宙開発利用の全体像
• 輸送系（基幹ﾛｹｯﾄ：H-IIA,Epsilon→H3打ち上げ成功！）

• 測位衛星（日本版GPS：準天頂衛星）

• 地球観測衛星（光学、ﾚｰﾀﾞｰ：ALOSｼﾘｰｽﾞ）
– 温室効果ガス観測:GOSAT, 気象衛星:ひまわり

– 水蒸気、大気中の粒子等観測:GCOMシリーズ

• 通信放送衛星（実証衛星：ETS-9計画中）

• 宇宙科学衛星（X線:XRISM, 赤外:SOLAR-C, LightBird）
• 宇宙探査衛星（はやぶさ、月SLIM、火星MMX2024年）

• 国際宇宙ステーションISS→月のGatewayへ
– アルテミス計画参加、HTV-X、月面上与圧ローバ

• 安全保障ニーズ：SSA（デブリ等）、早期警戒、通信

令和6年度宇宙予算は8945億円。3年で2.5倍に拡大
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ロケットに60機搭載した衛星
が放出する直前の様子。すでに
約6000機打上げ済み

SpaceXのStarlinkは12000機の小型コン
ステで宇宙のインターネット網構築目指す

Planet社は190機以上の5㎏衛星により、3m
中分解能の地球画像の撮像を高頻度で実施

3～4機の超小型衛星（20㎏クラス）により
電波の到来方向を検知。MDAに利用

Spire Global社は100機以上のGPS掩蔽観測
で局地気象情報をNOAAに販売,AIS,ADS-Bも

©Spire Global

©Planet©SpaceX

小型衛星コンステレーションによる
各種の新しいサービスの登場

Hawk Eye 360
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ベンチャー会社が新しい宇宙開発利用の主役に
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Spacetide COMPASS Vol.9より



超小型衛星革命
2003年～世界で起こった100kgまでの衛星による宇宙開発革命！

主として大学・ベンチャーがプレーヤー。ビジネス化のためファンドが投資
米・欧・中などは国も大型投資でいっせいに技術開発し、中大型の代替めざす
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宇宙探査

ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ

技術実証

地球観測

宇宙科学

教育・実験

汎用６U

19 125

15 1
海外教育支援

2022.11.16

2023.1.3
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東京大学中須賀・船瀬研究室

研究室の衛星数ランキング
世界で3位

ベンチャー創立：4社
世界で賞を受賞

Frank J Malina Medal
APRSAF Excellence Award
Small sat of the year finalist



宇宙工学におけるMATLABの活用例

1. 宇宙機（人工衛星、探査機など）の航法誘導制御

 目標の方向を向き、安定化させるための姿勢制御系設計

 目標の軌道に投入し、維持するための軌道制御系設計

 複数の衛星の連携による観測などを実施する（ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ
ﾌﾗｲﾝｸﾞ）のための高精度（ｍｍレベル）制御の検討

 デブリ対策のための軌道・姿勢制御の検討
 近づいてくるデブリから逃げるための制御計画

 デブリ（壊れた衛星など）に接近、捕獲し、大気突入して燃えさせる

2. 地球観測画像の解析、衛星設計、運用計画立案

 機械学習を中心としたAI、SEの活用

 高精度シミュレータからデジタルツインへ

3. 宇宙機の軌道設計（今日の主題）

 スイングバイなどの複雑なプロセスを利用した軌道設計


